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本レポートは、米国企業における知的財産（IP）分野での生成 AI の活用に関する包括的な分析

を提供する。生成 AI は、単なる漸進的な効率化ツールではなく、米国の IP 法の人間中心の基

盤を根本から揺るがすパラダイムシフトをもたらす技術である。本分析の中心には「二重の IP
危機」という概念がある。これは、AI 支援による創造物に対する権利確保の困難性と、AI の
トレーニングおよび生成物から生じる著作権侵害リスクへの対処という、2 つの課題が同時に

発生している状況を指す。 

主要な調査結果として、まず、米国特許商標庁（USPTO）および米国著作権局が、IP 保護の適

格性を判断する上で「人間による重要な貢献」を一貫して要求している点が挙げられる。これ

により、企業は AI をイノベーションに活用する際、人間の創造的関与を明確に文書化するとい

う新たな立証責任を負うことになった。特に特許分野では、発明の概念形成におけるプロンプ

トエンジニアリングの役割が、発明者適格性を左右する重要な要素として浮上している。 

次に、企業における AI 導入戦略は、セキュリティ上の懸念から二極化している。機密性の低い

業務にはパブリックな AI ツールが許容される一方、企業の IP や営業秘密に関わる作業には、

データが外部のモデル学習に利用されない、セキュアなプライベート環境やオンプレミス環境

の利用が不可欠となっている。このセキュリティ要件は、AI プラットフォームの選定における

最重要基準となりつつある。 

最後に、本レポートは、この進化する法的環境を乗り切るために、米国企業には堅牢な社内 AI
ガバナンスポリシーの策定が戦略的に不可欠であると結論付ける。これには、AI の利用に関す

る明確なガイドラインの策定、全従業員への IP リスクに関する教育、そして AI 生成コンテン

ツに対する厳格な人間によるレビュープロセスの導入が含まれる。AI の効率性と人間の戦略的

判断を組み合わせたハイブリッドアプローチこそが、今後の IP 管理における競争優位の源泉と



なるであろう。 

 

第 1 章 新たなパラダイム：生成 AI が従来の知的財産法にもたらす挑戦 

 

本章では、生成 AI がもたらす根源的な法的・概念的対立を解き明かし、後続の章で詳述する分

析の基礎を構築する。 

 

1.1 人間中心の IP の解体：AI はいかにして著作者性および発明者性の境界を曖昧にす

るか 

 

米国の知的財産法の根底には、人間の創意工夫を保護し、奨励するという基本的前提が存在す

る 1。1976 年米国著作権法や米国特許法などの法律は、人間の著作者または発明者の存在を前

提として設計されている 1。 

生成 AI は、人間と機械による創造の境界線を曖昧にすることで、この枠組みに直接的な挑戦を

突きつけている。これにより、誰が、あるいは何が、法的な創造主として認められるべきかと

いう根源的な問いが生じ、法的なグレーゾーンが生まれている 1。この対立を象徴する事例とし

て、米国著作権局が一貫して AI 単独で作成された作品の登録を拒否していることや、発明者の

定義を国際的に問うた画期的な DABUS 特許事件が挙げられる 1。 

 

1.2 未解決の法的状況：AI 生成物の所有権 

 

AI が生成したコンテンツの所有権は、依然として重大かつ未解決の問題である。その所有権

は、プロンプトを提供したユーザーに帰属するのか、AI モデルの開発者に帰属するのか、ある

いは誰にも帰属せずパブリックドメインとなるのか、明確な答えは出ていない 1。 

この問題の根源は、現行法が人間以外の創造主を想定していないために生じる法的な空白にあ

る。裁判所や政策立案者は、権利の配分方法について苦慮しているのが現状である 1。この問題

に対する潜在的な法的回避策として、著作権適格性のための「人間によるインプットの閾値」

の設定や、ユーザーと AI 開発者間の共同著作権モデルの承認などが議論されている 1。しか

し、これらは現時点では法的な先例のない理論的な構成概念に過ぎないことを強調しておく必



要がある 1。 

 

1.3 著作権侵害の最前線：AI のトレーニングと生成物に関する責任リスクの分析 

 

新たな IP の創出から既存 IP の侵害へと視点を移すと、生成 AI モデルが抱える別の深刻な問題

が浮かび上がる。これらのモデルは、インターネットから収集された膨大なデータセットでト

レーニングされており、そのデータには著作権で保護された作品、特許技術、商標登録された

素材が必然的に含まれている 4。 

この状況を受け、作家、芸術家、メディア企業、レコードレーベルなどの権利所有者が、

OpenAI、Anthropic、Uncharted Labs といった AI 開発企業を相手取り、大規模な訴訟を次々

と提起している 5。これらの訴訟は、AI のトレーニングにおける著作権法および「フェアユー

ス」の原則の適用限界を問うものであり、その判決は業界の将来を大きく左右する 6。 

さらに、AI の生成物がトレーニングデータ内の保護された作品と実質的に類似したコンテンツ

を生成することにより、既存の IP を直接侵害するリスクも存在する 4。例えば、Alcon 
Entertainment 対 Tesla の訴訟では、AI が著作権を侵害する販促用画像を生成するために使用

されたと申し立てられている 8。 

これらの法的課題は、米国企業が直面する「二重の IP 危機」を形成している。これは単一の問

題ではなく、二つの側面から企業を圧迫する状況である。一つは、AI 支援による創造物に対す

る IP 権の確保と所有が困難であるという攻めの危機である。米国の法律は人間の発明者と著作

者を要求するため、純粋な AI 生成物や AI 主導の創造物を保護することが難しい 1。これによ

り、企業は AI 主導のイノベーションを核とした防御可能な IP ポートフォリオを構築する能力

が制限される。 

もう一つは、AI のトレーニングプロセスと生成物の両方から生じる大規模な著作権侵害責任に

さらされるという守りの危機である。同意なく作品をトレーニングに使用されたクリエイター

からの訴訟が急増しており、これは AI 開発者と AI ツールを使用する企業双方にとって、潜在

的に存続を脅かすほどの財政的・法的リスクを生み出している 4。 

これら二つの危機は独立した問題ではない。イノベーションのために AI を活用しようとする攻

めの戦略が、同時に著作権侵害の申し立てに対する守りの脆弱性を高めるという、密接に連関

した構造になっている。新しい資産を追求する行為が、直接的に法的責任のリスクを増大させ

るというこの力学は、これまでにないものであり、現代の企業 AI 戦略の中心的な課題となって

いる。 

 



第 2 章 AI 支援発明の時代における米国特許法の航海 

 

本章では、生成 AI が米国の特許法に与える具体的な影響を深く掘り下げる。特に、発明者適格

性という極めて重要な問題と、米国特許商標庁（USPTO）が公表した公式ガイダンスに焦点を

当てる。 

 

2.1 人間であることの要請：Thaler v. Vidal 事件の判例分析 

 

米国における AI の発明者適格性に関する法的な基準を確立したのは、2022 年の連邦巡回控訴

裁判所による Thaler v. Vidal 事件の判決である。この判決は、現行の米国法の下では「発明

者」は「自然人」でなければならないと明確に判示した 3。 

最高裁判所が上告を受理しなかったため、この判決は確定し、米国特許出願において AI システ

ムを発明者として記載する道は事実上閉ざされた 3。この判例により、法的な論点は「AI は発

明者になり得るか」という問いから、「AI が発明を支援した場合、人間はどの程度の関与をす

れば発明者として認められるのか」という、より実践的な問いへと移行した 14。 

 

2.2 詳細分析：USPTO の「AI 支援発明に関する発明者適格性ガイダンス」 

 

本項では、特許分野における最重要文書である、2024 年 2 月に USPTOが公表したガイダン

スを徹底的に分析する。このガイダンスは、Thaler 判決および AI に関するホワイトハウスの

大統領令に直接応える形で策定されたものである 19。 

ガイダンスが示す中心的な見解は、AI 支援発明は、一人または複数の自然人が「発明に著しく

貢献した」場合に限り、特許性がないと一律に判断されるものではない、という点である 14。 

 

2.2.1 「人間による重要な貢献」の定義：Pannu ファクターの適用 

 

ガイダンスは、人間による貢献が「重要」であるか否かを判断するにあたり、審査官に対して

既存の Pannu ファクターを AI の文脈で適用するよう指示している 14。 



 

2.2.2 5 つの指導原則の実践 

 

USPTOは、Pannu ファクターを AI の状況に適応させるため、以下の 5 つの主要な指導原則

を提示した 15。 

1. AI の使用は、人間の発明者適格性を否定するものではない。 
2. 単に AI に問題を提示するだけでは不十分である。しかし、特定の解決策を導き出すよう

な、具体的で的を絞ったプロンプトを作成することは、重要な貢献と見なされ得る。 
3. AI の出力を単に実施（reduction to practice ）するだけでは不十分であるが、その出力を

大幅に修正したり、それに基づいて実験を行ったりすることは、発明者適格性を満たす可

能性がある。 
4. 特定の問題を解決するために特化した AI システムを設計、構築、またはトレーニングす

ることは、重要な貢献となり得る。 
5. AI システムを単に所有または監督すること（「知的支配」）だけでは、発明者とは認めら

れない。 

このガイダンスは、発明者適格性の判断の焦点を、発明という行為そのものから、その行為に

至るまでのプロセス、特にプロンプトの作成へと移行させた。これは、企業にとって新たな立

証責任を生み出すものである。ガイダンスは「一般的なプロンプト」では不十分だが、「特定

の解決策」を導き出す「具体的なプロンプト」は発明への貢献になり得ると明記している 15。

これにより、「プロンプトエンジニアリング」という行為が、特許性のある発明行為となり得

る可能性が示された。発明の才は、最終的な成果物を考案することだけでなく、その成果物を

導き出す問いを考案することにも見出されるようになったのである。 

しかし、これは一つのパラドックスを生む。AI が高度化すればするほど、人間のプロンプトは

より抽象的かつ高レベルになる可能性がある。企業は、一連のプロンプトが単なる試行錯誤で

はなく、「重要な貢献」であったことをどのように証明すればよいのか。この問いに対する答

えは、研究開発部門が新たな厳格な文書化プロトコルを導入する必要性を示唆している。最終

結果だけでなく、プロンプトの設計、改良、そしてそれに対する AI の応答という、人間と AI
の相互作用の全プロセスを記録することが、USPTO に対して「人間による重要な貢献」を証

明するための中心的な証拠となる。これにより、社内の研究開発記録のあり方が根本的に変わ

ることになるだろう。 

 

2.3 実務家の責任：USPTO 規則の遵守 

 



本項では、USPTO が後続のガイダンスで概説した、AI ツールを使用する特許専門家が負うべ

き実践的かつ倫理的な義務に焦点を当てる 20。 

第一に、誠実かつ善意の義務があり、AI の使用が特許性に影響を与える重要な情報である場合

には、それを開示する義務が含まれる 20。 

第二に、署名要件および相当な調査の義務が挙げられる。これは、提出書類には人間が自ら署

名しなければならず、その内容の正確性に責任を負うことを意味する。AI の「ハルシネーショ

ン（幻覚）」や架空のデータに対する警告も含まれており、AI の出力に単に依存することは

「相当な調査」とは見なされない 20。 

第三に、機密保持の重要性が強調される。機密性の高いクライアント情報や営業秘密を第三者

の AI プラットフォームに入力することに伴うリスクは極めて大きい 7。 

 

第 3 章 特許実務の革命：AI ツールエコシステム 

 

本章では、法的理論から実践的な応用へと移行し、特許ライフサイクル全体を支援するために

設計された、急成長中の専門的な生成 AI ツール市場を検証する。 

 

3.1 構想から出願まで：研究開発および先行技術調査における AI の役割 

 

AI は、イノベーションの最も初期の段階で活用され始めている。これには、新しいアイデアや

改良点を提案することによる研究開発の支援 30  や、発明開示書の作成と記録の補助が含まれる 
30。 

特に重要かつ時間のかかる作業である先行技術調査において、AI は効率性と網羅性を大幅に向

上させている。AI ツールは、グローバルなデータベースをスキャンし、調査結果を要約し、重

要な参考文献をハイライト表示し、さらにはイノベーションの余地がある「ホワイトスペー

ス」を特定することさえ可能である 29。 

 

3.2 AI 搭載特許ドラフター：効率と品質の向上 

 



特許出願書類の作成という中核業務において、AI は革命的な変化をもたらしている。AI ツー

ルは、発明開示書に基づき、請求項（独立項および従属項）、背景技術、明細書、要約書とい

った出願書類の全部門の初稿を生成することができる 30。 

その利点は多岐にわたる。時間とコストの大幅な削減 29、専門用語の一貫性の向上、そして代

替的な請求項構成の検討が可能になることなどが挙げられる 29。 

しかし、人間の監督が不可欠である点は繰り返し強調されなければならない。AI はあくまで出

発点を提供するものであり、戦略的なレビュー、請求項の文言の洗練、そして法的な正確性の

確保のためには、熟練した特許弁理士が不可欠である 29。特に、AI の「ハルシネーション」が

出願書類に事実誤認を生じさせるリスクは重大であり、人間による慎重なレビューが求められ

る 29。 

 

3.3 審査手続きの効率化：オフィスアクション応答への AI 活用 

 

出願後の審査手続き段階においても、AI の活用が進んでいる。USPTO のオフィスアクション

を分析し、拒絶理由を特定し、応答のための初歩的な主張や請求項の補正案を作成するツール

が登場している 29。 

一部のツールは、出願内容や先行技術に基づいて、予想されるオフィスアクションを予測する

ことさえ可能であり、拒絶リスクを軽減するための事前の対策を講じることができる 29。 

 

3.4 主要 AI 特許プラットフォームの比較分析 

 

本項では、企業の意思決定者にとって実用的な、主要な AI 特許ツールベンダーの比較分析を提

供する。以下の表は、各プラットフォームの能力を構造的に評価するために作成された。企業

が技術導入に関する情報に基づいた意思決定を行うためには、単なるツールのリストアップで

は不十分である。機能、管轄区域、セキュリティ、既存ワークフローとの統合性といった、多

国籍企業にとって重要な基準に基づいた構造的な比較が必要となる。この表は、複雑な製品情

報を、意思決定を支援する明確な形式に集約するものである。 

表 3.1：主要 AI 特許作成・審査プラットフォームの比較分析 

 



プラットフォ

ーム 
主要機能 対応管轄 セキュリテ

ィ・機密保持

プロトコル 

主な差別化要

因・統合 

Solve 
Intelligence  35 

完全な出願作

成、図面生

成、オフィス

アクション応

答作成、発明

開示書生成 

USPTO, EPO, 
PCT 

最高水準のセ

キュリティ基

準に準拠 

管轄・技術分

野・ユーザー

に特化したカ

スタマイズ 

DeepIP  34 
完全な出願作

成、図面生

成、オフィス

アクション応

答作成、品質

レビュー 

USPTO, EPO, 
PCT 

SOC 2, GDPR, 
ISO27001 準

拠、ゼロデー

タ保持ポリシ

ー 

Microsoft 
Word とのネイ

ティブ統合、

企業の執筆ス

タイル学習 

Edge  35 
出願作成（請

求項、明細

書）、図面作

成・編集、発

明開示書取り

込み 

USPTO, EPO SOC 2 Type II
認証、GDPR
準拠、ユーザ

ーデータでの

トレーニング

なし 

発明開示の取

り込みと解析

に特化、デー

タレジデンシ

ーオプション 

Patent Bots  35 
書類レビュ

ー・分析、審

査官・アート

ユニット統計

分析 

USPTO -  審査段階での

分析ツールと

USPTOとの統

合に強み 

ClaimMaster  
35 

出願書類のレ

ビュー、定型

文の自動挿

入、一貫性チ

USPTO -  出願前の最終

チェックとレ

ビュー機能に

特化 



ェック 

Polsinelli 
PatentCAD  37 

請求項に基づ

く視覚的な明

細書作成、定

型業務の自動

化 

USPTO -  法律事務所に

よる自社開

発、請求項か

ら明細書を視

覚的に構築 

IP Author  32 
先行技術調査

との統合、出

願書類の全要

素の初稿生成 

-  -  先行技術調査

機能とのシー

ムレスな統合 

Rowan 
Patents  32 

出願作成プロ

セス全体を通

じた対話的な

支援、図面管

理 

-  -  対話的で編集

プロセス全体

をサポート 

これらのデータは、AI が特許専門家を代替するのではなく、むしろその能力を増強し、新たな

効率的な法務実務モデルを生み出していることを示唆している。最も競争力のある専門家は、

「人間＋AI」のハイブリッドアプローチを習得した者となるだろう。AI は、時間のかかる定型

業務を自動化し、弁理士が請求項戦略やクライアントへの助言といった、より価値の高い戦略

的業務に集中する時間を確保することを可能にする 29。例えば、ある AI ツールで初稿を作成

し、別のツールで改良を加え、その全プロセスを人間の専門家が指導するというハイブリッド

なワークフローが現実のものとなっている 32。一方で、ニュアンスの欠如、ハルシネーショ

ン、セキュリティ上の懸念といった AI のリスクは、人間の監督、判断、倫理的責任が依然とし

て不可欠であることを裏付けている 29。この「サイボーグ弁理士」とも呼べるモデルは、AI を
速度とデータ処理能力のために活用しつつ、戦略的思考、法的解釈、倫理的判断といった人間

固有のスキルを適用することで、特許法務における生産性と価値を再定義する。 

 

第 4 章 ブランドの創造と保護：商標管理における生成 AI 

 

本章では、生成 AI が商標に与える二つの側面、すなわちブランド資産を創造するツールとして



の役割と、それらを管理・保護する技術としての役割を検証する。 

 

4.1 創造的パートナーとしての AI：ブランド資産の生成 

 

生成 AI は、製品名、広告スローガン、ロゴ、さらにはオーディオジングルといった、新たなブ

ランディング要素の候補を生成するために利用されている 3。 

特許法や著作権法とは異なり、米国の商標法には「人間による創作」という要件は存在しな

い。商標の機能は、商品の出所を識別し、消費者の混同を防ぐことであり、創造性に報いるこ

とではない。したがって、AI を用いて商標を作成することに本質的な制約はない 12。 

 

4.2 デューデリジェンスの強化：AI による商標クリアランス調査 

 

AI が商標実務において最も大きな影響を与えているのは、クリアランス調査の効率化である 
33。AI ツールは、登録済みおよび出願中の商標に関する膨大なデータベースを迅速にスキャン

することができる 41。 

これらのツールは、単語商標（音、外観、意味の類似性）やロゴ（画像認識）の類似性を分析

する高度な能力を備えている 33。 

しかし、その限界も明確に認識する必要がある。現在の AI アルゴリズムは、「商取引における

使用」の判断、文化的文脈の理解、あるいは不快感を与える可能性のある商標の識別といっ

た、商標法に不可欠なニュアンスに富んだ法的分析に苦戦している 41。この「ニュアンスのギ

ャップ」により、人間の専門知識が依然として不可欠となっている。 

 

4.3 自動化されたエンフォースメント：監視および検知のための AI 

 

AI は、継続的なブランド保護活動においても活用されている。AI 搭載ツールは、オンライン

マーケットプレイス、法的申請書類、その他の情報源を監視し、潜在的な商標の不正使用や侵

害を検知することができる 33。これにより、より迅速かつ大規模な権利行使活動が可能になる 
33。 



 

4.4 AI 搭載商標管理プラットフォームの概要 

 

特許の章と同様に、本項では AI 商標ツール分野の主要ベンダーの戦略的概要を、比較表を用い

て提供する。企業の法務部門は、初期のスクリーニングから継続的な監視、権利行使に至るま

で、商標管理のライフサイクル全体をカバーするツールを必要としている。この表は、各プラ

ットフォームの強みと焦点を明確にし、企業のニーズに最適なソリューションの選定を支援す

るものである。 

表 4.1：AI 搭載商標調査・管理ツールの概要 

 

プラットフォ

ーム 
中核機能 主な AI 搭載機

能 
データソース 対象ユーザー/

価格モデル 

TrademarkNo
w 
(Corsearch)  42 

クリアランス

調査、ポート

フォリオ分

析、商標ウォ

ッチ、ブラン

ド保護 

画像認識検

索、音声類似

性分析、名称

生成、ポート

フォリオ分析 

グローバル商

標、企業名、

ドメイン名、

意匠データベ

ース 

企業向けソリ

ューション、

法律事務所 

Trademarkia.
ai  43 

クリアランス

調査、登録可

能性予測、類

似性レポート 

登録可能性予

測、AI による

類似性比較レ

ポート生成 

USPTO 個人・中小企

業向け、月額

$29 のサブス

クリプション 

Huski.ai  44 
クリアランス

調査、ドケッ

ティング、商

標ウォッチ、

ブランド保護 

画像認識検

索、e コマー

ス監視、ビッ

グデータに基

づく弁護士プ

ロファイル 

USPTO、e コ

マースリステ

ィング、訴訟

データ 

法律事務所、

月額$299 から

のサブスクリ

プション 

WIPO AI 
分類支援、画 ウィーン分類 WIPO が管理 IP 庁、出願



Tools  45 像類似性検

索、機械翻訳 
支援、画像類

似性検索（グ

ローバルブラ

ンドデータベ

ース） 

するグローバ

ルデータベー

ス 

人、一般ユー

ザー 

AI は類似性の定量的分析には優れているが、商標法の中心となる定性的かつ文脈依存の法的分

析には対応できていない。AI は、膨大なデータベースをスキャンして音声的・視覚的な類似性

を検出する規模の大きなタスクを得意とする 42。しかし、AI アルゴリズムは、「商取引におけ

る使用」や、ある商標を不快または不適切にする可能性のある「文化的文脈」といった、中核

的な法的概念を理解することができない 41。これは定量的な分析ではなく、定性的な分析であ

る。 

この乖離は「ニュアンスのギャップ」を生み出す。AI ツールは、既存の登録商標とは技術的に

異なっていても、特定のサブカルチャーにおける意味合いや、他者による名目的な非商業的使

用のために問題となる可能性のある商標に、ゴーサインを出してしまうかもしれない。このこ

とは、経験豊富な商標弁護士を純粋な AI 駆動型クリアランスツールに置き換える企業が、単に

コストを削減しているだけでなく、知らず知らずのうちに高いレベルのリスクを受け入れてい

ることを意味する。この分野における人間の弁護士の真の価値は、AI がまだ再現できていない

この「ニュアンスのギャップ」を埋める能力にある。 

 

第 5 章 著作権の難問：所有権、フェアユース、および企業の法的責任 

 

本章では、生成 AI と著作権をめぐる、非常に論争的で社会的な注目度も高い問題を取り上げ

る。米国の政府機関の公式見解と、現在進行中の法廷闘争に焦点を当てる。 

 

5.1 米国著作権局の見解：人間による創造性の不可欠性 

 

本項では、20 25 年のレポートおよび登録ガイダンスに基づき、米国著作権局の立場を明確に

分析する 6。 

その中心的な結論は、機械によって表現要素が決定される作品は、著作権で保護されないとい

うものである 13。著作権保護は、作品に対する人間が創作した貢献部分にのみ及ぶ 6。 



単にプロンプトを提供しただけでは、AI の出力に対する著作者性を主張するには不十分である

ことが明確にされている 6。しかし、人間が創作するより大きな作品の中で AI をツールとして

使用したり、AI の出力に重要な創造的修正を加えたりした場合には、著作権で保護される作品

となり得る 16。 

 

5.2 トレーニングデータの法廷闘争：画期的な訴訟の分析 

 

本項では、著作権侵害の問題に立ち返り、著作権所有者が AI 開発者を相手取って起こした訴訟

をより深く分析する 5。 

中心的な法的争点は、AI モデルをトレーニングするために作品をコピーする行為が著作権侵害

にあたるのか、それとも「フェアユース」として許容されるのか、という点である。この文脈

におけるフェアユースの 4 つの要素についても概説する 6。 

これらの訴訟がもたらす可能性のある結果として、裁判所が AI トレーニングにおける著作権デ

ータの使用に対してライセンス契約やロイヤリティの支払いを義務付ける可能性が議論されて

いる 8。これが実現すれば、AI 開発の経済的基盤が根本から変わる可能性がある。 

 

5.3 生成物の所有権とリスク：企業の法的責任の評価 

 

本項では、AI を開発する側だけでなく、利用する企業が直面するリスクに焦点を当てる。企業

が広告キャンペーンで AI 生成画像を使用するなどして、そのコンテンツが著作権を侵害してい

ると判断された場合に、どのような責任を負う可能性があるかを分析する 4。 

著作権侵害の観点からは、侵害物が人間によって作成されたか AI によって作成されたかは無関

係であり、法的責任は依然として存在するという点が重要である 8。これは、企業が AI 生成コ

ンテンツを公に使用する前に、徹底的な検証を行う重い責任を負うことを意味する。 

AI のトレーニングデータをめぐる法的な不確実性と責任リスクは、AI ベンダーとその法人顧

客との間の商取引関係を根本的に変えつつある。IP 侵害請求に対する法的補償は、契約書の標

準条項から、企業の利用に適した AI プラットフォームを決定する上で極めて重要な交渉事項へ

と変化している。 

この背景には、8、[5]、[9]で詳述されている訴訟が AI 開発者に莫大な潜在的責任をもたらして

いることがある。AI ツールを利用する企業（例えば、AI 画像生成ツールを使用するマーケテ



ィング部門）もまた、生成物が著作権を侵害している場合には責任を問われる可能性がある 
4。合理的な企業の法務部門は、このような無制限のリスクを受け入れることはない。彼らは AI
ベンダーに対し、AI ツールの使用が IP 侵害訴訟につながった場合に、訴訟費用と損害賠償を

負担することを約束する契約上の補償を要求するだろう。 

これにより、新たな競争力学が生まれる。強力な補償条項を自信を持って提供できる AI ベンダ

ー（おそらく、ライセンス供与された、あるいは「クリーンな」トレーニングデータを使用し

ているため）は、法人向け市場で大きな優位性を持つことになる。それができないベンダー

は、ユーザーがリスクを受け入れる傾向にある消費者向け市場に追いやられるだろう。したが

って、トレーニングデータをめぐる訴訟の結果は、企業の調達決定に直接影響を与え、B2B の

AI 市場構造を形成することになる。 

 

第 6 章 企業における導入と戦略的 IP 管理 

 

本章では、米国の主要企業が、活用すべき技術として、また保護すべきイノベーションとし

て、生成 AI にどのように戦略的にアプローチしているかに焦点を当てる。特にリスク軽減策を

重視する。 

 

6.1 企業戦略のケーススタディ：テクノロジーリーダーの AI IP へのアプローチ 

 

本項では、AI の開発者であり、かつ主要な利用者でもある米国の主要テクノロジー企業の IP
戦略を分析する。 

● Microsoft ： Microsoft の戦略は、ハードウェア、クラウド、アプリケーションといった

技術スタック全体にわたり、膨大な数の AI 関連特許を出願することにある。これによ

り、防御的なポートフォリオを構築し、交渉やクロスライセンス契約のツールとして活用

している 46。同社のポートフォリオは、AI への長期的かつグローバルな研究開発投資を反

映している 47。 
● IBM： IBM は、AI 特許出願の長い歴史を持ち、IP Advisor with Watson のような専門的な

AI ツールを開発している。これは、企業が自社の IP ポートフォリオを分析・管理するの

を支援するために設計されており、社内の AI 能力を外部向けの商用製品へと転換する戦

略を示している 50。 
● Google ： Google の戦略は、その広範なデータとクラウドインフラ（Vertex AI, Gemini）

を活用し、エンタープライズレベルの AI ソリューションを提供することにある 54。その



焦点は、他の企業が Google のセキュアなプラットフォーム上で新たな価値を構築できる

よう支援することにある。 

 

6.2 セキュリティの必須要件：機密情報と営業秘密の保護 

 

AI ツールを使用する上で、データセキュリティが最重要課題であることは論を俟たない。従業

員が企業の機密データ、営業秘密、あるいは未出願の発明の詳細を、パブリックな生成 AI モデ

ルに入力してしまう「従業員による情報漏洩」のリスクは極めて大きい 3。 

このような情報開示は、営業秘密としての保護を失わせるだけでなく、将来の特許権取得を危

うくする公知行為と見なされる可能性がある 3。 

このリスクに対応するため、パブリック、プライベート/エンタープライズ、オンプレミスとい

った異なる導入モデルが検討されている。特に法人顧客は、自社のデータが分離され、パブリ

ックモデルの再トレーニングに使用されないプライベート環境を強く要求している 7。 

パブリック AI モデルに関連する重大なセキュリティリスクは、企業に AI 導入に関する二層

の、すなわち二極化した戦略の採用を強いている。これは、機密性の低い、非公開情報に関わ

らないタスクにはパブリックツールの使用を認めつつ、機密性の高い IP や専有データを含む作

業には、セキュアなプライベート AI ソリューションまたはオンプレミス AI ソリューションの

使用を義務付けるというものである。 

この戦略の背景には、パブリック AI ツールの使用が営業秘密の喪失や、意図しない公知による

特許権の失効といった深刻なリスクを伴うという事実がある 3。これに対し、プライベート/エ
ンタープライズモデルではプロバイダーが機密保持に同意し、オンプレミスモデルではシステ

ムが完全に企業の IT 環境内に留まる 7。Google のエンタープライズ向けサービスは、まさに

このセキュリティニーズに応える形で構築されており、顧客データが組織外で共有されたり、

ドメイン外のモデルトレーニングに使用されたりしないことを保証している 55。 

結論として、先進的な企業は、単一の画一的な AI ポリシーを持つことはできない。必然的に、

二極化した戦略を策定することになる。例えば、公開ブログ記事の草稿作成のようなタスクに

は標準的な ChatGPT の使用を許可する一方で、研究開発データの分析や特許出願書類の作成

といったタスクには、Google  Workspace  with Gemini のようなプライベートなエンタープラ

イズグレードのプラットフォームの使用を義務付ける、というようにである。この戦略的な区

分は、IP リスクがもたらした直接的な帰結である。 

 



6.3 企業 AI ポリシーの策定：責任ある利用のためのフレームワーク 

 

本項では、企業が独自の社内 AI 利用ポリシーを作成するための実用的なフレームワークを提供

する。 

ポリシーに含めるべき主要な構成要素は以下の通りである。 

● パブリック AI ツールとプライベート AI ツールの許容される使用法と禁止される使用法の

定義。 
● パブリック AI システムに入力してはならない機密情報の明確なガイドラインの設定。 
● 外部で使用するすべての AI 生成出力に対する、人間による必須のレビューおよび検証プ

ロセスの導入 8。 
● 新しい USPTOガイダンスに基づき、特許出願を裏付けるための、AI 支援発明における人

間による貢献を文書化するプロトコルの作成。 
● AI の誤用に伴う法的および評判上のリスクに関する従業員教育 28。 

 

第 7 章 戦略的展望と実用的な提言 

 

本最終章では、レポートの調査結果を統合し、将来を見据えた分析と、企業のリーダーおよび

IP 管理者向けの具体的かつ実行可能な一連の提言を提示する。 

 

7.1 将来の軌道：立法および司法の動向予測 

 

今後の法環境がどのように進化していくかを展望する。トレーニングデータの透明性を高める

ことを目的とした、提案中の「生成 AI 著作権開示法」のような新たな立法案に言及する 60。 

デジタルレプリカやディープフェイクに関連する権利など、AI に特化した新しい IP 権や法的

枠組みが出現する可能性についても議論する 61。 

法的な基盤は依然として流動的であるため、企業は現在進行中の訴訟や、USPTOおよび著作

権局からの規制に関する最新情報を注意深く監視し続ける必要があることを強調する 8。 

 



7.2 ハイブリッドアプローチ：人間による専門知識の永続的価値 

 

最も効果的な戦略は、AI の効率性と人間の監督および戦略的判断を組み合わせたハイブリッド

なものであるという中心的なテーマを再確認する 29。 

AI はプロセスを加速させ、データに基づいた洞察を提供する強力なアシスタントと見なすべき

であるが、最終的な意思決定、法的解釈、戦略的方向性は、経験豊富な人間の専門家の手に委

ねられなければならないと論じる 31。 

 

7.3 企業 IP 戦略への提言：経営層向けチェックリスト 

 

本最終項では、経営幹部および社内弁護士が自社の生成 AI 導入を導くための、明確、簡潔かつ

実行可能なチェックリストを提供する。このチェックリストは、本レポートの主要テーマに沿

って構成される。 

● ガバナンスとポリシー： 包括的な企業 AI 利用ポリシーを直ちに策定し、導入する。 
● リスク軽減： データセキュリティを最優先事項とする。すべての機密業務において、エン

タープライズグレードのプライベート AI ソリューションの使用を義務付ける。すべての

AI ベンダーについて、そのセキュリティプロトコルと補償条項を精査する。 
● 特許戦略： AI 支援発明における「人間による重要な貢献」を綿密に記録するため、研究

開発の文書化プロセスを適応させる。 
● 著作権と商標： 潜在的な権利侵害をスクリーニングするため、すべての対外的な AI 生成

コンテンツに対して、厳格な人間によるレビュープロセスを導入する。 
● トレーニングと文化： 研究開発からマーケティングに至るまで、すべての従業員に対し、

生成 AI の使用に伴う IP リスクと責任について教育する。 
● 技術と調達： 汎用モデルに依存するのではなく、IP 業務に特化した専門的な AI ツールに

投資する。ベンダーは、機能だけでなく、セキュリティと法的保護に基づいて評価する。 
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